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サマリー 

⚫ 2017 年に気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）が公表した TCFD 提言の 4 つの柱

と呼ばれる 4 つの開示項目（ガバナンス・戦略・リスク管理・指標と目標）は、国内外の多く

の情報開示フレームワークの基礎になっている。2021 年に設立された自然関連財務情報開示

タスクフォース（TNFD）も、TCFD 提言を参考にしながら自然関連の情報開示フレームワー

クを開発しており、2023 年３月に最終草案を発表した 

⚫ また、ESG の S（社会）に係る領域においては、不平等関連財務情報開示タスクフォース

（TIFD）と社会関連財務情報開示タスクフォース（TSFD）の統合が 2023 年４月に発表され

た。統合される社会関連の情報開示タスクフォースは、TCFD、TNFD との整合性を考慮した

社会関連情報開示の枠組みの開発を進めると公表している 

⚫ 社会関連の情報開示の枠組み開発を進めているのは TIFD、TSFD だけではない。欧州サステナ

ビリティ報告基準（ESRS)は人権や人的資本に関する開示項目を定めているほか、国際的なサ

ステナビリティ開示基準を策定している ISSB は今後基準を開発するテーマの候補に人的資

本、人権を挙げている。社会関連の開示フレームワークや報告基準の開発が進む背景には、投

資家をはじめとしたステークホルダーが適切な意思決定を行う上で、社会関連の情報が必要不

可欠になっているためであろう 

 

 

 

 

TIFD・TSFD 統合から見える社会関連の情報開示枠組みの動向 

今後 S（社会）領域の情報開示基準の策定が国際的に進む 
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